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生き る 

先日 、 町 を 歩い て いる と 、 突然 「 ア ン ケ ー ト を お 願い し ます 」 と 声 を か けら れ ま 
te 笑顔 で 今 、 幸 せ で すか 。 あな た の 生き が い は 何で すか 」 と 聞か れ て 、 わた 
し は 「 う ー ん 」 と 言っ た まま 、 し ば らく 黙 り 込 ん で し まい まし た 。「 生 き が い 」 と 
いう の は 、 つま り 生き る 意味 と いう よう な こと な の で し ょ う 。 最近 は 毎日 、 朝 か ら 
腕 ま で 仕事 に 追わ れ て 、 休み の 日 も た いて い 援 待 で ゴル フ に 行く や ら 、 上 本 の 引っ 
越し の 手伝い を する や ら で 、 家族 と 過ごす 時 間 も 少 な く 、 自 分 の こと を 考 える 時 
間 な ど ほ と ん ど あ り ま せん 。 そん な と き に ポン と 投げ か けら れ た 「 生 き が い 」 と い 
う 質 問 だ っ た の で 、 本 当 に 戸惑っ て し まい まし た 。 

10 代 後半 か ら 20 代 に か け て は ギタ ー に 夢中 に な っ て いて 、 音 業 が 生き が い だ と 
時 っ て いま し た 。 姜 の 典子 と 付き 合 っ て いた 頃 は 、 彼 婦 が すべ て だ と 曲 っ て いた 
し 、 会 社 に 働 き 始 め た 頃 は 、 人 か ら 「 働 き バ チ だ 」 と 言わ れ て も 、 こ れ が 天 職 だ 
と 思っ て 仕事 に 燃え て いま し た 。 娘 の 幸子 が 生ま れ た と き は 、 か わい く て か わい 
く て 、「 和 目 に 入れ て も 痛く な い 」 と いう の は こう いう こと だ と 思い 、「 生 き が い 」 
に つい て な ど 考 えも し な か っ た で す 。 そ し て 今 、 街角 で 思い が け な い 質問 を され 
a SE し は 黙 り 込む し か な か っ た で す 。 

た だ 一 度 の 人 生 を 、 あ な た は どう 生き た いと 愚 っ て いま すか 。 あ な た の 幸 せ は 
何で すか 。 あ な た の 生き が い は 何で すか 。 ここ に わた し が 符 え た アン ケー ト の コピ 
ー が あり ます 。 あな た も や っ て みて くだ さい 。 そし て 人 生 と は 、 生き が いと は 何 か 


を 一 緒 に 考 えて みて くだ さい 。 
(荒井 礼子 『 テ ー マ 別 中 弘 か ら 学ぶ 日 本 語 』 に より 改 ) 
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幸福 度 ・ 生 き が い に つ いて の アン ケー ト 


あな た は 今 の 生活 に 


まん ぞ く まん ぞ く 
口 満足 し て いる 口 まあ まあ 満足 し て いる 
ロ あま り 満 足し て いな い ロ 不満 だ 


- あな た は どん な と き に 生き が い を 感じ ます か 。 


社会 の た め に 役立つ こと を し て いる と き 
ロ 仕事 に 打ち 込ん で いる と き 
ロ 勉強 や 趣味 に 打ち 込ん で いる と き 
男 家族 と 一 緒 に いる と き 
ゆう じん な か ま 
ロロ 友人 や 仲間 と いる と き 
ロ 生き が い を 感じ る こと は な い 
ロ その 和 他 ( ) 


り そう お も じん せい 


・ あ な た が 理想 だ と 思う 人 生 は 


ロ 平凡 な 人 生 変化 に 富む 人 生 

ロ 経済 的 に 豊か な 人 生 ロ 社会 的 地位 、 名 準 の ある 人 生 
ロロ 自分 が や り た いこ と を や っ た と 満足 で きる 人 生 

ロ その 他 ( ) 

- あな た に と っ て 今 一 革 大 切な こ と は 何で すか 。 

ロ 仕事 ・ お 金 ロロ 趣味 ・ 自 由 ・ し た いこ と を や る 

ロ 健康 普通 の 生活 ロロ 自分 自身 の 成長 ・ 夢 ・ 未 来 ・ 希 望 
ロロ 家族 の 幸 せ ・ 子 ども の 成長 ・ 恋 人 と の 関係 

口 その 他 ( ) 


. 次 、 生きがい と 呼べ る も の が 


ロロ ある 。 それ は 、( ) 
口 な い 。 
口 わか ら な い 。 
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が 
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生 河 表 1 


汐 字 ( 優 名 培 音 ) 


声 周 


週 駐 (中 文 ) 


先日 (せん じ つ )⑩ 


前 ルル 天 . 前 半日 子 


突然 (と つ ぜ ん )⑩ 


イシ ター ト ゆ ⑳ 


同 巻 詞 査 


願う (ね が う )② 


身 求 . 要 求 ; 祈 求 , 祈 待 


声 を か ける (こえ を か ける ) 


打 招 呼 , 叫 


笑顔 (そえ が お )① 


= 


笑 受 


生き が い ( い き が い )⑩⑥③ 


[名 ] 


人 生 的 意 叉 . 生 活 的 伯 値 


つま り ① 


[ 副 ・ 接 続 ] 


息 之 , 究 葛 ; 就 是 況 , 也 就 是 ’ 即 


晩 ( て ば ん )⑩ 


[名 ] 


晩 , 晩 上 


た いて い ⑩ 


[名 ・ 副 」 


| 大 部 分 , 大 多 。 大 的 大 概 , 大 多 


接待 (せっ た い )① 


[名 ・ 他 動 3] 


接待 , 招 待 : 款 待 


ゴル フ ① 


[名 ] 


高 朱 夫 球 


ポン と ①⑩ め 


[ 副 ] 


経 経 英 打 的 声音 或 梓 子 ; 随意 , 
随 手 


投げ か ける (な げ か ける )④①⑰ 


[ 他 動 2] 


投 , 接 辻 去 , 提 出 


戸惑う (と ま ど う )③ 


[自動 1] 


狗 陀 , 困 惑 , 不 知 所 措 


夢中 (むち ゅ う )⑩ 


[名 ・ ナ 形 ] 


入 迷 , 着 迷 


すべ て ① 


[名 ・ 副 ] 


一 切 , 所 有 , 全 部 


働き バチ (は た らき バチ )④ 


[名 ] 


| 


工 蜂 ; 論 力 工 作 的 人 


天職 (て ん し ょ く )① 


[名 」 


天 味 的 取 衝 , 天 務 


燃え る (も える )⑩ 


生ま れる (うま れる )⑩ 


生 , 出 生 , 詞 生 族 生 


目 に 入れ て も 痛く な い ( め に いれ 
で も いた 


含 在 路 里 情 化 了 , 捧 在 手 里 柏 せ 
了 ( 形 容 対 爽 子 十分 湧 愛 ) 


街角 (まち か ど )⑨⑩ 


街角 , 街 口 , 巻 品 


思い が け な い (お も い が け な い )⑤⑥ 


意 想 不 到 的 , 意 外 的 


況 字 ( 優 名 培 音 ) 


声 週 


河 性 


彰 
FI 


河 叉 (中 文 ) 


た だ ① 


[ 副 ・ 接 続 ・ 名 ] 


只 , 只 是 , 付 ; 但 是 , 不 辻 ; 免 坦 


幸福 (こう ふく ) ツ ①⑰ 


[名 ・ ナ 形 ] 


幸福 . 


満足 (まん ぞ く )① 


まあ まあ ①③ 


| [名 ・ ナ 形 ・ 自 動 3] | 満 意 , 満 足 : 像 筐 的 , 今 人 満 意 的 


[ 副 ・ ナ 形 ] 


算 了 . 好 了 好 了 。 行 時 , 弓 号 虎 虎 , 
湊 合 


感じ る (か ん じ る )⑩ 


[ 自 他 動 2] 


感覚, 党 得 , 感 到 


打ち 込む (うち こむ)⑥③ 


[ 自 他 動 1] 


打 輝 : 硫 送 : 区 理 , 雪 心 致 志 


理想 ( り そ う )⑩⑥ 


[名 」 


理想 


平凡 (へ いぼ ん )⑨⑩ 


[名 ・ ナ 形 ] 


平凡 的 


変化 (へ ん か )① 
富む (と む )① 


[名 ・ 自 動 3] 


変化 , 変 更 


[自動 1] 


富 , 富 裕 富 二 , 冨 有 


地位 (ちい )① | 


[名 ] 


地位 : 角 列 


釧 準 (めい よ )① 
自身 (じしん )① 


| [名 ・ ナ 形 


成長 (せい ちょ う )⑩ 


[名 ] 


名 状 , 薬 状 , 光 深 


自己 


| 上 名 ・ 自 動 3] 


成 挟 , 生 ; 増 藤 ; 六 展 


未来 (みらい )① 


合名 型 ・ 舌 法 
1. がい 


" 動 ま 形 十 が い "表示 短 前 面 区 作 、 行 的 俊 値 、 意 叉 意思 昨 "…… 的 公 代 "、“…… 的 
意 叉 "。 衝 句 弄 能 接 銭 的 勃 局 有 限 , 常 用 的 有 “ や り が い ( 仙 的 作 代 , 値 得 徴 )"、“ 生 き が い ( 人 
生 作 値 )”、“ 働 き が い (工作 的 作 値 )” 等 。 
人 生き が い の あ る 人 生 を 送り た い 。 〈 我 想 要 辻 有意 叉 的 人 生 。) 
人 や り が い の あ る 仕事 を 求め て 、 彼 は 転職 し た 。 ( 妨 了 追求 更 有 公 値 的 工作 他 史 


拓 展 


槽 了 。) 


ー か い が あ っ て / か い が な い 


[名 ] 


未来 , 閣 来 


2 


es 


* か い ” 是 一 條 名 週 , 意 思 星 “ 意 叉 ”、“ 俊 値 ”。“ 名 十 の / 動 た 形 十 か い が あ る ” 表 示 茶 区 
作 、 行 妨 状 到 了 預 期 的 数 果 , 意 思 是 “"…… 没 有 白 細 ,( 意 算 )……”。 其 耕 定形 式 是 “ 名 十 の / 動 
た 形 十 か い が な い ”, 表 示 共 力 、 付 出 等 没有 得 到 回 , 意 思 是 “…… 自 細 了 "。 
へ ご か 月 間 ダ イエ ッ ト し た か い が あ っ て 、5 キ ロ も 痩せ た 。 ( 久 時 一 條 月 的 減 肥 有 了 了 
成 牙 , 痩 了 5 公 打 。) 
へ 半 術 し た か い が な く 、 祖 父 の 病気 は 日 に 日 に 悪化 し た 。( 手 木 之 后 未 見 数 果 , 祖 
父 前 病 一 天天 悪化 了 。) 


2。~ や らら 


“ご やら やら” 表示 人 若干 項 中 列挙 出 西 項 或 西 項 以上 的 事物 , 意 思 是 “ 叉 …… 又 
us "。 衝 句 型 以 “ 名 / イ 形 基本 形 / 動 基本 形 十 や ら ” 的 形式 接 仁 。 
人 楽 月 か ら は 試験 や ら レ ポー ト や ら で 大 変 忙し く な り そ う だ 。 (下條 月 又 馬 考 江 又 
是 小 少 文 仕 色 的 , 看 冬子 要 入 忙 了 。) 
人 女 が 結婚 する と 開い て 、 嬉 し いや ら 寂 し いや ら 複 雑 な 気持 ち に な っ た 。 (町 到 女 
ルル 聞 要 籍 婚 , 叉 是 電 心 叉 是 伏 感 , 心 情 変 得 視 食 某 。) 
人 用 日 は 十 に 降ら れる や ら 携 帯電 話 を 落と す や ら で 大 変 な 一 日 だ っ た 。 ( 昨 天 叉 其 
被 雨 洲 , 叉 是 到 手 机 , 真 是 倒 寺 的 一 天 。) 


3 から 一 に かけ で 


“< と から て に か け て "表示 大 致 的 時 同 或 空 同 薄 団 , 意 思 是 "大 …… 到 ……”。 委 名 型 接 筐 
表示 時 同 或 協 所 的 名 局 , 与 "て か ら て まで "的 用 法 美 似 , 但 "て か ら て に か け て "没有 明 秦 地 
明 界 限 , 面 具 是 先 銃 地表 示 薄 団 。 族 名 型 后 面 多 妨 在 某 人 時 同 或 会 周 薄 国内 的 伯 筑 性 的 効 
作 或 状 起 。 . 
人 2 月 の 中 旬 か ら 3 月 の 初め 頃 に か け て 雨 の 日 が 続い た 。 〈 入 2 月 中 旬 到 3 月 初 , 一 直 
都 持 筑 着 下 雨 的 天気 。) 
人 昨日 は 東北 地方 か ら 関東 地方 に か け て 小さ い 地震 が 数 回 あっ た 。 ( 昨 天 , 以 灰 北 地 
区 到 美 奈 地 区 一 帯 焦 生 了 路 次 微弱 的 地震 。) 


4。 だ うっ うい て / に つい で は / に つい で の 


“名 十 に つい て "表示 就 相 英 事項 、 内 容 電 行 聞 明 、 週 査 、 研 究 等 , 意 思 是 " 共 手 ……"”、“ 針 


第 3 課 


対 の 部 と に つい て は "用 手 強 週 前 項 。 修 衛 名 週 時 , 用 "て に つい て の 十 名 "的 
形式 
人 今度 の 企画 案 に つい て 説明 させ て いた だ きま す 。 ( 靖 旬 近 我 対 科 次 的 企 若 案 作 一 
下 淡 明 。) 


へ 事件 の 原因 に つい て は まだ 調査 中 で す 。 ( 有 美 事件 的 原因 , 師 在 油 査 当 中 。) 
人 李 さ ん は 目 本 経済 に つい て も 研 完 な さっ て いる そう で す 。 (所 癌 小 李 対日 本 色 洗 
也 有 研究 。 ) 


か の じ ょ ょ うら い 


へ 彼女 は 将来 に つい て の 夢 を 語 きっ た 。 ( 好 湊 了 有 美 将来 的 疹 想 。) 


5 一 も し な い 
“ 動 地 字形 士 も し な い “"“ 名 十 も て こない" 用 后 強 週 没有 送 行基 介 効 作 , 一 般 入 妨 是 訟 区 
夫 叙 的 事情 却 没有 叙 , 悦 条 人 対 此 表示 僚 逆 或 不 満 , 意 思 是 “ 也 不 ……”。 
人 山下 さん は 一 昔 挨 拶 も し な いで 和 帰っ て し まっ た 。 (山下 也 不 打 声 招 呼 就 回 夫 了 。) 
人 試験 の 結果 を 知っ た 彼女 は 操 きも し な か っ た 。 ( 得 知 了 考 工 的 千 果 , 尋 一 点 也 不 
中 尽 。) 
当 旬 子 中 出現 “こも へ ~( し ) な いで” 的 形式 時 , 也 可以 用 ぐー~ も へ ~( せ うず に ” 的 形式 来 
替 換 。 
人 彼女 は 深く 考 えも せ ず に 、 彼 の こと を 信じ た 。(〈 好 也 没 好好 想 一 想 , 就 相 人 
了 他 。) 


6. 一 し か な い 


“ 動 基本 形 士 し か な い " 表 示 以 目前 的 状況 来 鹿 断 , 別 元 逃 拝 , 意 思 基 " 具有 …… " 具 青 


2 
© 


人 終電 が 終わ っ た の で 、 タ クシ ー で 帰る し か な い 。( 因 妨 没 有 未 班 年 了 , 記 以 只 好 
打 丁 回 家 。) 


人 その バッ グ は 高 す ぎ た の で 、 あ きら め る し か な か っ た 。 ( 因 訪 那 不 包 太 典 了 , 所 以 
内 好 打 消 了 委 的 念 共 。) 


7、。… 万 は 


“名 十 と は "可以 用 手 対 某 事 物 下 定 叉 , 際 迷 其 意 又 、 性 原 或 内 容 等 , 意 思 是 "所 週 的 …… 
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是 指 ……”“ て と は ” 是 事 面 的 表 送 方 式 , 在 口 番 中 可以 用 "て と いう の は "”。 
へ 節分 と は 、 季節 の 変わ り 目 の こと で す 。 (所 壮 " 節 分 ”, 是 指 季 者 的 牧 換 期 。) 
へ わた し に と っ て 家族 と は 何より も 大 切な 存在 だ 。 ( 対 我 面 埋 , 家 人 比 仁 都 重要 。) 
“小針 と は ” 入 可以 表示 確 到 意 外 情況 時 的 忠 尽 、 感 中 。 在 口 租 中 也 可 以 用 ぐー~ な ん 
で "." て と は " 志 可 以 用 二名 未 ・ 省 路 誠 面 内 容 。 
A 天 学 入試 で 消 点 を 取っ た と は 。 ( 選 然 在 大 学 人 学 考 江 中 得 了 潮 分 
へ いつ も 燃 や か な 彼女 が あん な に 怒っ た と は 信じ られ な い 。 (一 向 江 竹 的 尋 , 居 然 朋 
那 久 大 火 , 真 直人 共 以 堅 合 。) 


週 江 ・ 表 送 方 式 
1. 黙 り 込む 


< 杜 り 込む ” 是 由 “ 黙 る ” 和 “込む ” 格 成 的 外 合 欧 財 。 " 動 ま 形 込む "可以 札 有 人 区 
週 , 表 示 “…… 送 ”、“…… 交 去 ” 或 者 某 竹 状 泰 的 持 銭 、 程 度 的 加 深 * 黙 り 込 む ” 的 意思 呈 “ 一 
青 不 愛 ”。 

人 乗り 込む ( 乗 上 、< 交 ) 流れ 込む (流入 )、 埋め 込む ( 埋 入 ) 


か ん が 


人 考 え 込む ( 激 思 )、 思い 込む ( 以 定 、 深 信 )、 打ち 込む ( 堆 青 、 埋 共 ) 


2.「 生 き が い 」 と いう の は 、 つ まり 生き る 意味 と いう よう な こと 
な の で し ょ う 


送 旬 活 的 意思 是 "所 壮 的 人 生 俊 償 , 也 就 是 指 人 活着 的 意 叉 P。 当 中 包含 “て と いう 
の は て と いう こと で す " 送 條 句 型 , 意 思 是 "所 週 的 …… 就 是 ……”。 送 條 名 型 多 用 手 対 某 條 
単 周 或 句 子 輝 行 六 明 、 解 種 。 在 六 句 笑 中 , 是 対 “生き が い " 送 條 週 輝 行 解 種 。 句 末 的 “で 
し ょ う ? 表 示 推測 前 気 絞 丸 委 學 。 

“つま り ” 主 要 有 柄 和 用法 , 可 以 用 考 対 前 面 所 的 舌 輝 行 意 備 概 括 , 意 思 是 “ 意 之 ”。 玉 
可以 用 王 対 前 面 的 内 容 換 衝 六法 意思 是 " 也 就 是 ”、“ 即 ”, 在 六 名 笑 中 就 是 六 衝 用法 。 


3. 朝 か ら 晩 まで 仕事 に 追わ れ て 


苑 局 “追う "的 意思 是 “ 追 ”、“ 追 赴 ”, 常 用 “に 追わ れる ” 的 形式 , 表 示 “ 被 …… 骨 師 着 没 
有 ( 時 則 或 精神 上 的 ) 余 地 ”。“ 仕 事 に 追わ れ て ” 的 意思 是 " 被 工作 赴 着 ”、“ 性 工作 ”。 
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A 時 間 に 師 われ る 毎日 を 過 ご 『 し て いる 。 ( 毎 天 都 在 和 時 癌 秦 忠 。) 
まい に ち か 


ム 毎日 家事 や 子 育 きす て に 追わ れ て 自分 の 時 間 が まっ た く な い 。 ( 毎 天 忙 着信 家 色 、 帯 後 
子 , 完 全 没有 自己 的 時 同 。) 


4. 休み の 日 も た いて い 撲 待 で ゴル フ に 行く 


送 殺 活 的 意思 是 " 優 日 也 大 多 妨 了 記 酬 去 打 高 寺 夫 球 ” ぐ た いて い ” 在 送 句 活 中 是 作 副 
週 , 意 思 星 “ 多 半 ” “大多” 等 “たい てい " 也 可 以 作 名 周 , 意 思 是 “大 部 分 ”、“ 大 多数 "等 。 

ム 人 休み の 日 は 、 た いて い 家 族 と 一 緒 に 過ごす 。 ( 優 日 大 多 和 家 人 一 起 度 辻 。) 

へ た いて い の 子 ども は ゲー ム が 好き だ 。 (大 多数 的 政子 都 喜 区 玩 涼 葉 。) 


5. ギタ ー に 夢中 に な っ て いて 

< て に 夢 申 に な る "的 意思 是 “ 対 …… 入 迷 ”、“ 熱 表 手 ……", 前 面 的 対象 用 "に" 来 表示 。 
< 夢 中 "可以 作 名 同 或 者 ナ 形 容 局 , 除 了 常 用 “に 夢 中 に な る "的 形式 之 外 , 近 可以 用 “~ 
に 夢中 だ “夢中 に な っ て 二 動 "等 形式 。 

へ 鈴木 さん は 中 国語 の 勉強 に 夢 中 だ 。 ( 答 木 正 熱 青竹 学 コ 中 文 。) 

人 皿 子 は 夢 中 に な っ て ゲー ム を や っ て いる 。 (人 ル 子 正和 迷 地 玩 着 流 世 。) 

< 疾 中 ” 与 “ 夢 中 ” 的 意思 相 近 , 表 示 “ 幸 理 ”、“ 才 心 致 志 ”。 但 “ 熱 中 "可以 作 名 局 或 者 三 
美 区 局 常用 隆 “ こ に 替 中 する” 的 形式 。 

人 彼 は 最近 テニ ス に 鈴 中 し て いる 。 ( 他 最近 堆 表 隆 岡 球 。) 


り け し ょ う ひ ん は ん ば い ぶ 


. は い 、 昌和 化 米 品 販 売 部 の 主 で ご 『 さ いま す -。 
まる や まし ょ う ヒ 人 は し ぐち さき さとう を 
丸山 商事 事 の 橋口 と 申し ます 。 佐藤 部 信 は いら ちっ し ゃ いま すか 。 
も う さ とう 


し 訳 あ り ま せん 。 佐藤 は あい に く 席 を 外 し て お り ま す が 。 


橋口 : そう で すか 。 じ ゃ 、 人 言 、 お 願い で きま すか 。 
ほ , は い 、 了 り ま す 。 (メモ の 準備 を し な が ら ) ど う ぞ 。 
, 実は 、 人 衣 部 長 と 今 上 午後 2 時 に 会 う 約束 を し まし た が 、 | 
込ま れ て 遅れ ます の で 、 面会 時間 を 3 時 に pani 
て くだ さい 。 | 
は い 、 わか り ま し た 。 ご 確認 いた し ます 。 


更 し た いと いう こと で すす 


上 経 MN。 を か で ず 。 
小 華 , わか り ま し た 。 お 伝え し ます 。 
橋口 , よろ し く お 願 いし ます 。 失礼 し ます 。 
小 華 。 失礼 いた 109 に So 上 


る や ま は し ぐち 


の は ど の 後 


泣 字 ( 優 名 境 音 ) 声 週 週 性 週 駐 (中 文 ) 
あい に く ⑩ [ 副 ・ ナ 形 ] 不 湊 巧 , 揚 玉 ; 対 不 起 , 商 居 
外す (は ず す )①⑰ [ 他 動 1] 取 下 : 摘 下 , 解 井 : 錆 失 : 高 井 
伝言 (で ん ご ん )⑩ [名 ・ 他 動 3] 帯 日 代 , 伝 活 


況 字 ( 優 名 送 音 ) 声 周 週 性 週 叉 (中 文 ) 
承る (うけ た まわ る )⑤ [ 他 動 1] 知道 : 恭 叫 接 受 
巻き 込む (まき こむ )③ [ 他 動 1」 巻 太 , 巻 人 : 傍 累 , 率 科 

会 めん か い )⑩ [名 ・ 自 動 3] 会 面 , 見 面 
先ほど (さき ほど )① [名 ・ 副 ] 剛 オ , 方 オ 
し ょ う が な い 没 法 , 東 手元 策 


回 笑 法 ・ 表 基 方 式 
1. 佐藤 は あい に く 席 を 外し て お り ま す が 


送 名 笑 的 意思 是 “ 祖 不 巧 , 佐 藤 現在 不在 座位 上”。 対 公司 外部 的 人 称 呼 自 己 公 司 前 同 事 
或 上 司 時 , 要 真 呼 共 名 , 不 用 加 “ さ ん ” 或 “課長 “部 長 等 天 術 “あい に く ” 是 一 河 意思 長 
* 不 姜 巧 ”。* 席 を 外す ” 的 意思 莉 “ 不 在 座位 上 ”“ こ て お り ま す ” 是 “ご て いま す ” 的 自 ン 造 。 

在 第 一 学 ヨ 了 接 銭 助 局 “が "表示 順 接 或 逆 接 , 面 六 句 活 中 的 “が ” 基 作 笑 助 同 , 表 示 埋 
区 未 尽 . 用 考 句 末 , 使 造 気 星 得 委 焼 , 包 含 “〈 入 不 巧 . 佐 藤 現在 不在 座位 上 .) 彰 同 徐 要 卸 勾 
叫 ?" 的 意思 “が "的 送 衝 用 法 在 口 番 中 鍵 常 出現 。 


2. 面会 の 時 間 を 3 時 に 変更 し て いた だ きた いと 伝え て くだ さい 


送 句 活 是 醒 口 対 王 小 征 着 的 , 意 思 是 " 靖 侍 告 佐藤 部 藤 我 想 他 把 旧 面 的 時 同 政 妨 3 
点 ”“ て て いた だ きた い " 呈 本 口 対 佐藤 部 長 使用 的 散 午 , 表 示 靖 求 , 意 思 是 “( 我 ) 想 靖 ( 他 ) 
…… "“ ン と 伝え て くだ さい ” 是 枠 口 租 求 王 小 入 款 告 佐藤 部 長 面 使用 的 "と "表示 具体 

此 外 , 舌 求 対 方 寺 告 某 事 時 , 迷 可以 用 “を 伝え て くだ さい ”" 或 “よう に 伝え て くだ 
さい? 等 表 送 方 式 。 

人 彼 に 入 * 本 か ら 電 話 が あっ た こと を 伝え て くだ さい 。 ( 靖 圭 告 他 杉本 打 来 店 忠 千 。) 

人 山田 さん に 今 すぐ 会 議 室 に 来る よう に 伝え て くだ さい 。 ( 靖 繧 告 山田 , 辻 他 惑 上 来 

会 須 室 。) 


人 SO 


3. で 、 何 と? 


“で " 是 接 袋 河 , 相 当 手 “それ で ”, 多 用 手口 租 。 一 般 用 手 接 着 対 方 所 悦 的 活 題 , 要 求 対 方 
提供 可 一 歩 的 谷 息 , 或 悦 活 人 接着 自己 的 活 鍼 銭 聞 。“ 何 と ” 明 “ 何 と 言い まし た か ” 在 口 租 中 
的 省略 形式 。 由 手 送 名 活 是 佐藤 部 所 対 自 己 的 下 属 王 小 潜 税 的 , 因 此 使 用 了 箇 体 和 和 省略 的 
形式 。 

AA: TC 社 の 面接 に 行っ て きた よ 。 〈 我 去 TC 久司 面 工 辻 了 。) 

B: で 、 ど うだ っ た ? ( 那 侍 果 息 名 筐 ? 
人 昨日 は 朝 か ら 犬 是 だ っ た で し ょ 。 で 、 ど こ に も 行か な か っ た よ 。( 昨 天 入 早 上 就 直 
始 下 大 雨 , 我 就 嘱 ル 都 没 去 。) 


ん か い 


4. 午後 の 面会 時 間 を 2 時 か ら 3 時 に 変更 し た いと の こと で す 
“と と の こと で す " 用 手 客 亜 地 叙 迷 別 人 那 里 所 到 前 事情 , 意 思 是 " 叫 滞 …… ”、 据 殊 


人 山本 さん か ら 電 話 が あっ て 、 地下 鉄 の 故 障 で 15 分 ぐら い 遅 れる と の こと で す 。 
(山本 打 昌 活 辻 来 逆 , 因 攻 地 鉄 故障 会 授 到 15 分 釧 左 右 。) 
サ っ こん 
人 ご 結婚 な さっ た と の こと 、 お めで と う ご ざ いま す 。( 叫 聞 翻 籍 婚 了 , 恭 喜 公 了 。) 


5. し ょ う が な いな 
6 0 よ う が な い ” 是 “仕方 が な いら “仕様 が な い ? 的 日 征 形 式 , 意 思 是 “ 没 小 法 ”。 


EE 
1. 写 出 下 列 況 字 的 境 音 
[ 例 ] 突然 [ と つ ぜ ん ] 


9 発 内 【 ] (② 笑顔 [ 
(3 戸惑う [ 」 (④) 夢 中 [ N 
(5) 平凡 [ 」 (6 街角 [ 」 
(の 満足 [ 」 (8) 燃え る [ 」 
9) 富む [ 」 10) 名 誉 [ 」 


2. 根 据 束 文 内 容 , 在 括 号 内 填 入 哲 当 的 内 容 。 
生きがい 」 と いう の は 、 x ) 生 きる 意味 と いう よう な こと な の で し ょ 


きん まい に ち ば ん も ども や す ひ 
う 。 最近 は 毎日 、 朝 ( )〈 ) 晩 ( )(  ) 仕 事 に 追わ れ て 、 休み の B も ( ) 
( CC )〈  ) 拓 待 で テル フ ! に 行く ( Xa )、 上 上 司 の の 引っ 越し の 手合い を する 
(  )(  ) で 、 家 族 と 過ごす 時 間 も 少 な く 、 自 分 の こと を 考え る 時 間 ( )〈 ) 


ほとん ど あ り ま せん 。 


3 位 例 名 完成 或 政 写 旬 子 。 
[ 例 1] 一 生 懸命 練習 し た / 試 合 に < 勝っ た (か い が あ る ) つ 

ーー 生態 命 練習 し た か い が あ っ て 、 試合 に 勝っ た 。 
(①) 益 力 し た / 東 大 に 合格 し た (か い が あ る ) 
(2) 半 年 ダイ エッ ト し た /5 キ ロ も 痩せ た (か い が あ る ) 
(3) ま じ め に 勉強 し た / ク ラス で 1 位 を 取っ た (か い が あ る ) 
(④ 壮 術 し た / 病気 は 日 に 日 に 悪化 し た (か い が な い ) 
(5) 詳 し く 説 明 し た / 全 然 理解 し て くれ な か っ た (か い が な い ) 


| / 試 験 / レ ポー ト / 忙 し か っ た つ 
へ 油 は 試験 や ら レ ポー ト や ら で 性 し か っ た 。 
CD 昨 日 / 雨 に 降ら れる / 財 布 を 落と す / 大 変 な 一 日 だ っ た 
② 宮 の 店 は / 家 族 の こ と / 仕 事 の こと / い っ ぱい だ 
(3 最近 / 出 張 に 行く / 引 っ 越し を する / と て も 疲れ た 
(④ 休 み の 日 / 狭 業 す る / 援 待 で ゴル フ に 行く / 家 族 と 過ごす 時 間 が 少な い 
(5) 娘 が 結婚 する と 聞い て / う れ し い / 寂 し い / 覆 雑 な 気持 ち に な っ た 
だ いこ う は ん む ちゅ う 
[ 例 3] 10 人 後半 /20 代 / 混 画 に 夢 中 に な っ て いた つ 
10 代 後半 か ら 20 代 に か け て 揚 画 に 夢 中 に な っ て いた 。 
が つ ちゅ うじ ゅ ん が つ は じ ご ろ あめ ひ つづ 
①)2 月 の 中 旬 /3 月 の 初め 頃 / 雨 の 日 が 続い た 
か ん と うち ほう ちゅ うな ちほ う き お ん きゅう き 
(②) 関 東 地方 / 中 部 地方 / 気 温 が 急 に 下がっ た 
④ 章 起き た ら 童 / 肩 痛み が すこ ご か っ た 
いし ゅ う ぜん 


〈④ 今 回 末 / 来 に / 全 国 的 に 講 れ る 所 が 多い だ ろう 2 
(53 月 末 /4 月 の 初め 頃 / 東 京 で は 桜 が 咲き 始め る 


人 ⑮ @ 


[ 例 4 ] 


[ 例 5] 


[ 例 6] 


[ 例 7] 


[ 例 8] 


DC 
事 才 の 刻 由 調査 を する 事 数 の 大 因 に つい て 調査 を する 。 
Q) 新 し い 機械 の 使い 方 / 散 えて も ら っ た 
2) 転職 の こと / 両親 と 相談 し た 
(3 日 本 の 歴史 / 研 究 し て いる 
(4) 特 業 の 夢 / い ろ い ろ 庄 し 合っ た 


い い み し ん けん か ん が 
(5) 生 きる 意味 / 真 剣 に 考え て みた い 


田中 さん は 挨 援 し な か っ た / 帰 っ て し まっ た つ 
田中 さん は 挨拶 も し な いで 廊 っ て し まっ た 。 
か の じ ょ な か か ん が か れ し ん 
1) 彼女 は 深く 考 えな か っ た / 彼 の こと を 信じ た 
じ ぜん れん らく いえ た ず 
(2) 事 前 に 連絡 し な か っ た / 家 に 訪ね て きた 
お や そう だ ん だ い が く 
(3) 親 と 相談 し な か っ た / 大 学 を や め て し まっ た 
(4) 準備 体操 を し な か っ た / ス キー を 始め た 
(5⑤) 雑 認 し な か っ た / レ ポー ト を 先生 に 出し た 


る 
wv 
4 
て 
A 


% 電 が 終わ っ た / タ クシ ー で 帰る つ 
終電 が 終わ っ た の で 、 タク シー で 帰る し か な い 。 
Q) 家 の 鍵 を 忘れ た / 母 が 帰っ て くる の を 待つ 
② 車 は 高 すぎ て 買え な い / 借 り る 
(3) 急用 が で きた / 旅 行 を あきらめる 
(4) 車 が 壊れ た / 地 下 鉄 で 会 社 へ 行く 
あし た あさ いち き か く だ きょう ざん ぎょ う 
(5) 明 日 朝一 企画 を 出さ な けれ ば な ら な い / 今 日 は 残業 する 


せつ ぶん きせ つ か め せつ ぶん き せつ か め 
節分 / 季 人 節 の 変わ り 目 一 節分 と は 季節 の 変わ り 目 の こと だ 。 
(通販 / 通 信販 売 
が つ ち いっ し ゅ うか ん や す 

(2) お 鈴 休 み /8 月 中 旬 ご ろ の 一 週間 の 休み 
(3 スマ ホ / ス マー ト フ ォ ン 

どう み 柱 ぐ まい と し お お みそ か な まほ うそ う お ん が くば ん ぐみ 
(4) 紅 白 /NHK が 毎年 大 蜂 日 【 に 生放送 する 音楽 番組 


(50 バ パソ ツ ョ ジル / パ ー ツ ナル コン ジ ピ ュー タ 


A: 佐藤 剖 は いら っ し ゃ いま すか 。 
B: 申し 訳 あ り ま せん 。 佐藤 は あい に く 席 を 外し て お り ま す が 。 
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か し ゃ ちょ う か い ぎ ちゅ う 
① 田 中 社 令 / た だ いま 会 識 中 で ご ざい ます が 
ら か ちょ うぅ 


(の 山科 齋藤 / あ い に く 外 出 し て お り ま す が 
(3) 高橋 さん / 本 日 休み を 取っ て お り ま す が 


[ 例 9] A。 面会 の 時 間 を 3 時 に 変更 し て いた だ きた いと 伝え て くだ さい 。 
B: は い 、 わか り ま し た 。 その よう に お 伝え し ます 。 
Q) 新 商品 の パン フレ ッ ト を 送っ て いた だ きた い 
(② 注文 し た 商品 が まだ 届い て いな い 
3 今週 中 に も 5 一 度 打ち 合わ せ を し た い 
か し ゃ すう 


(④ 明 日 の 会 議 の 参加 者 数 を 確認 し て も らい た い 
(5) 会 場 まで の 地図 を ファ ックス で お 送り し た 


宮 | 社 充 単 週 表 


況 字 ( 優 名 速 斉 ) 声 週 | 週 性 週 駐 (中文) 
求め る (も と め る )③ [ 他 動 2] 叶 求 探求 ; 湯 望 」 要 求 , 清 求 
痩せ る (や せる )①⑰ [自動 2] 痩 ; (土地) 人 符 靖 
手術 (し ゅ じゅ つ )① [名 ・ 他 動 3] 手 木 ; 功 手 木 
日 に 日 に ( ひ に ひ に )①O [ 副 ] 一 天天 , 日 益 ; 逐 歩 地 
悪化 (あっ か )① [名 ・ 自 動 3] 沖 化 , 変 兵 
使 落下 ; 篤 失 ; 得 漏 ; 降 低 , 減 低 ; 
去 搾 , 清 除 
地震 (じしん )⑥⑩ | [名 ] ET 
事件 ( じ け ん 〉① [名 ] | 事件 案件 
語る (か た る )⑩ [ 他 動 1] 義 , 章 迷 
タク シー 〇 ① [名 ] 出 租 生 , 辻 程 生 
ペッグ | [] 包 伏 
変わ り 目 (か わり め )①⑰ [名 ] 特 折 点 , 租 変 期 
何より (な に より )①①⑨ [名 ・ 副 ] 最 : 比 仕 久 ( 都 好 ) 


落と す ( お と す )②⑨ [ 他 動 1」 


OS 


況 字 ( 優 名 培 音 ) 


入試 (に ゅ うし )⑨⑩ 


声 週 


週 性 


( 妹 表 ) 


河 叉 (中 文 ) 


[名 ] 


に ゅ う が く し 


人 学 考 武 で 入 学 試験 "的 筒 化 
租 ) 


満点 (まん て ん )③ 


[名 ] 


満 分 完美 元 鯨 


穏やか (お だ や か )② 


[ ナ 形 ] 


平静 的 , 平 穏 的 : 入 重 的 


あん な に ① 


[ 副 ] 


| 


那 久 地 , 那 梓 地 


子育て (こそ だ て )② 


[名 ] 


券 育 枕 子 , 帯 沈 子 


融 障 (こし ょ う ) ツ ①⑰ 


[名 ・ 自 動 3] 


故障 ; 火 生 故 障 , 出 毛 病 


お めで と どう ざい ます 


引っ 越し (ひっ こし )① 
首 ( く び )①⑩① 


[名 ・ 自 動 3] 


恭 喜 恭 喜 ; 祝 貨 
搬 家 , 辻 居 搬 辻 
作用 子 : 共 , 脳 袋 


肩 ( か た )① 
痛み (いた み )③ 


[名 ] 


肩 勝 
痛 , 導 痛 ; 痛 苦 . 悲 伏 , 類 和 辻 


すご い ®② 


[ イ 形 ] 


| 房 害 非常 : 悦 人 的 , 了 不 起 的 


真剣 (し ん けん )⑩ 


[ ナ 形 ] 


出す (だ す )① 
待つ (まつ )① 


[ 他 動 1] 


状 真 的 


儲 出 , 取 出 ; 提 出 , 提 交 


[ 他 動 1] 


| 


等 , 等 待 等 修 


壊れ る (こわ れる )③ 


[自動 2] 


球 了 。 出 故障 了 : 倒 場 


[名 ・ 他 動 3] 


| 備 真 


